
 ･第1四半期GDP速報値0.8% ドル円 ユーロ円 24H

104.72 161.90 寄付

08/05/16 105.10 162.49 安値

（金） 103.52 161.27 高値

104.08 162.14 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 104.11 162.23 寄付

08/05/19 ･4月の米景気先行指数0.1% 104.69 162.54 安値

（月） 103.63 161.56 高値

 104.34 161.83 終値

･第3次産業活動指数0.3% ドル円 ユーロ円 24H
 104.44 162.17 寄付

08/05/20 104.48 163.05 安値

（火） ･日銀が金利据え置き決定 103.45 161.46 高値

･5月独ZEW景気期待指数▲41.4 103.68 162.22 終値

･4月の米生産者物価指数0.2%
･5月の独IFO景況指数103.5 ドル円 ユーロ円 24H

 103.67 162.22 寄付

08/05/21 103.66 163.17 安値

（水） 102.96 161.59 高値

103.05 162.75 終値

 
･4月の貿易統計4850億円 ドル円 ユーロ円 24H

 103.05 162.63 寄付

08/05/22 104.38 163.87 安値

（木） 102.73 162.26 高値

104.08 163.73 終値

･3月の米住宅価格指数▲0.4%
ドル円 ユーロ円 24H

 104.05 163.68 寄付

08/05/23 ･第1四半期の英GDP改定値0.4% 104.26 163.86 安値

（金） ･4月の米中古住宅販売489万戸 103.05 162.62 高値

　 103.39 162.97 終値

 
･ﾛﾝﾄﾞﾝ､NYなどが休場 ドル円 ユーロ円 24H

 103.18 162.81 寄付

08/05/26 103.50 163.30 安値

（月） 103.13 162.75 高値

103.45 163.16 終値

 
･第1四半期独GDP確報値1.5% ドル円 ユーロ円 24H

 103.38 163.13 寄付

08/05/27 104.35 163.90 安値

（火） 103.27 163.07 高値

104.24 163.57 終値

･4月の米公定歩合議事録
ドル円 ユーロ円 24H

 104.24 163.54 寄付

08/05/28 ･4月の米耐久財受注▲0.5% 105.32 164.48 安値

（水） 103.89 163.11 高値

104.70 163.74 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 104.65 163.85 寄付

08/05/29 105.88 164.23 安値

（木） 104.64 163.31 高値

105.48 163.69 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 105.57 163.80 寄付

08/05/30 105.74 164.22 安値

（金） 105.23 163.10 高値

105.52 164.18 終値
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･NY連銀総裁｢FRBはｲﾝﾌﾚﾘｽｸに
効果的に対処する｣

･ﾅｲｼﾞｪﾘｱのｼｪﾙ石油施設で爆発､
武装勢力が犯行声明
･SECがﾑｰﾃﾞｨｰｽﾞのCPDO格付け
問題で調査開始

･日銀決定会合要旨｢海外経済はﾀﾞ
ｳﾝｻｲﾄﾞﾘｽｸが高まっている｣

･ﾘｰﾏﾝBに追加評価損観測などの
噂

･ｾﾝﾀﾝｽBOE委員｢景気後退の可
能性を排除できず｣
･ｱﾙﾑﾆｱ欧州委員｢為替ﾚｰﾄの過度
な変動を懸念｣

･ﾊﾞﾌｪｯﾄ氏｢米国はすでにﾘｾｯｼｮﾝ
入りしている｣
･ECB総裁｢急激で過度な為替変動
は懸念要因｣

･ｳｫﾙｼｭ米FRB理事｢景気悪化して
も利下げ要求に屈せず｣

･BOE議事録｢政策金利の据え置き
を8対1で決定｣
･FOMC議事録｢4月の利下げはｷﾞﾘ
ｷﾞﾘの判断｣

･5月の月例経済報告で景気の基調
判断据え置き
･｢翌朝の新聞で年金が債券から株
に資金ｼﾌﾄ｣が報じられるとの噂

･日銀総裁｢民間需要の下振れを注
視｣
･ﾕﾝｹﾙﾕｰﾛｸﾞｰﾙﾌﾟ議長｢欧州経済
はﾘｾｯｼｮﾝに直面していない｣
･ﾋﾟﾑｺ最高投資責任者｢米当局はｲ
ﾝﾌﾚを過小評価している｣

･5月の豪中銀月報｢追加利下げに
ついて多大な時間を掛けて討議｣

･日経新聞｢ゆうちょ銀行が海外投
資を本格化｣
･ﾌﾗﾝﾂ独ZEW所長｢ECBは近い将
来に利上げする｣
･FRB副議長｢米政策金利は適切な
水準だが調整に備える必要｣
･前FRB議長｢原油､商品価格はﾊﾞ
ﾌﾞﾙ｣
･WSJ紙｢米系金融機関が第2四半
期に追加損失計上へ｣

欧米は発表された米経済指標はﾏﾁ
ﾏﾁ。ただ冴えないものが多いか､ﾄﾞ
ﾙの買い材料にはなりにくい｡

東京は月末の仲値不足や外貨建て
投信設定など需給要因に支えられ
ﾄﾞﾙ強含み。

欧米は発表された米経済指標は冴
えない。しかし､米利下げ休止観測
が台頭しﾄﾞﾙの買い要因に。

東京は年金株買いの噂を好感し為
替市場は円売りで反応｡経済指標
はﾉｰｲﾝﾊﾟｸﾄ。

欧米はこの日も発表された米経済
指標が良好でﾄﾞﾙ買いﾑｰﾄﾞ｡ただ原
油が堅調でﾄﾞﾙ上昇の足かせに。

東京は前日から一変し株価が急反
落したことや､ｱﾙｶｲﾀﾞに絡む報道が
嫌気され､ﾄﾞﾙ買いにくい。

東京は株価にらみの展開。ただ英
米休場もあり株価大幅安の反応は
やや鈍かった。

東京は日経平均が200円を越す上
昇となったことで円売り優勢。ﾄﾞﾙ/
円は一時104円直前も。

欧米は主要市場休場で開店休業
状態｡突発的ﾅニュースが報じられ
たが参加者少なく消火出来ず。

欧米はﾋﾟﾑｺ･ｸﾞﾛｰｽ氏の発言を受け
てﾄﾞﾙ買い優勢｡新規失業保険申請
者数の好数字もﾄﾞﾙ買い材料。
東京は英米のﾛﾝｸﾞｳｨｰｸｴﾝﾄﾞをにら
んだ動きか手控えﾑｰﾄﾞ｡ﾄﾞﾙ/円はじ
め主要通貨ﾍﾟｱは小動き。
欧米は米経済指標が悪化するなか
ﾘｰﾏﾝBに対する噂も加わりﾄﾞﾙが冴
えない。

欧米はﾄﾞﾙが続落。発表された米指
標が総じて冴えないものとなったう
え､雇用統計に関する噂が足枷に。

東京は日経新聞報道を受けた海外
投資観測からﾄﾞﾙ買い先行。しかし
上値を抑えられ､行って来い。
欧米はZEW所長発言を受けてﾕｰﾛ
が独歩高｡一方も円も連れ高となり、
結果としてﾄﾞﾙは全面安に。

欧米は米利下げ打ち止め観測から
ﾄﾞﾙ買い先行。しかし米株の大幅安
を受けてﾄﾞﾙは結局安値引け。

東京は日経平均が200円を越す下
げとなったことに加え､WSJ紙の報道
から円買い優勢のまま大引け。

欧米は発表される米経済指標が引
き続き好調｡また原油の急反落など
もあり一時105円後半までﾄﾞﾙ続伸｡

東京は400円を越す株高に加えﾌｨｯ
ｼｬｰ発言を好感したﾄﾞﾙ買い先行。
対ﾕｰﾛなど含め全面高。

≪　５月１６日～３１日の国内外外国為替市場動向　≫

為替レート

東京は渡辺発言が若干の思惑を呼
ぶもM&Aに絡む売りなども噂され、
ﾄﾞﾙ/円は強含みに推移。
欧米はﾄﾞﾙ売りでｽﾀｰﾄ。しかし発表
された米経済指標がこの日は良好
でﾄﾞﾙの買い要因に。

為替市況 主要経済指標など 主要発言など

東京は早朝に発表されたGDPが予
想を上回ったことを好感し円買い優
勢｡104円前半まで下落した。

･渡辺前財務官｢現在の円相場は日
本経済にとって有害ではない｣(17
･仏経財相｢急激な為替相場の変
動､世界経済にﾌﾟﾗｽにならない｣
･ﾊﾞﾌｪｯﾄ氏｢米国の政策が長期的な
ﾄﾞﾙの価値を押し下げる｣

･5月の独連銀月報｢今後数ヶ月で
独景気は鈍化､ｲﾝﾌﾚは加速｣

･4月の米住宅着工件数103.2万件､
同許可件数97.8万件､5月のﾐｼｶﾞﾝ
大消費者信頼感指数59.5
･4月の米非農業者雇用数が大幅下
方修正される､との噂あり

･ECB総裁｢ｲﾝﾌﾚ圧力は現在鮮明
になってきている｣
･ｱﾄﾗﾝﾀ連銀総裁｢弱い経済がｲﾝﾌ
ﾚを緩和させると予想｣
･米財務長官｢住宅市場の調整はさ
らに悪化の可能性｣

・FRBがﾐｼｭｷﾝ理事の退任発表､任
期は8月末まで

･FBI｢ｱﾙｶｲﾀﾞが24時間以内に西側
諸国へ生物化学･核攻撃呼び掛け
･ECB総裁｢米当局が強いﾄﾞﾙが国
益と強調したことは重要｣
･ﾐﾈｱﾎﾟﾘｽ連銀総裁｢ｲﾝﾌﾚのﾍﾟｰｽ
は速過ぎる｣

･3月の米S&Pｹｰｽｼﾗｰ住宅価格指
数▲14.4%､4月の新築住宅販売
52.6万件､5月の消費者信頼感指数
57.2､同ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ連銀指数▲3

･独経産相｢独経済､ﾕｰﾛ高や原油
高､信用逼迫により打撃も｣
･独連銀総裁｢ﾕｰﾛ圏の年内利下げ
余地なし､利上げの選択肢残る｣
･SF連銀総裁｢連銀はｲﾝﾌﾚに関し
無関心でいられない｣

･4月の完全失業率4.0%､同消費者
物価0.8%､同鉱工業生産▲0.3%
･4月の米個人所得0.2%､同個人支
出0.2%､5月のｼｶｺﾞ地区連銀指数
49.1､同ﾐｼｶﾞﾝ大消費者信頼感指数
59.8

･CFTCが原油取引の監視強化を表
明
･ﾕﾝｹﾙ･ﾕｰﾛｸﾞﾙｰﾌﾟ議長｢原油高の
影響を緩和するため税制上の措置
を使うべきではない｣

･ﾀﾞﾗｽ連銀総裁｢現在のｲﾝﾌﾚ圧力
は高すぎる｣
･ｱﾙﾑﾆｱ欧州委員｢ﾕｰﾛ高は欧州に
ｲﾝﾌﾚ緩和の余地もたらす｣
･FRB議長｢金融市場､正常には程
遠い｣

･5月の独失業率7.9%､同失業者数
増減4千人
･第1四半期米GDP改定値0.9%、同
個人消費改定値1.0%
･ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱが必要あれば再度の
原油増産の意向、との一部報道


